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1 は じめ に

　愛 知 淑 徳 大 学 全 学 英 語 教 育 運 営 委 員 会 （以 下 、 全 英 教 ） で は、2004年 度 に現 在 の 全 学 を 対 象

と して 展 開 して い る全 学 共 通 授 業 科 目 「言 語 活 用 科 目 （英 語 ）」 の 元 と な っ た科 目群 を全 学 で

導 入 して 以 来 、 これ まで 様 々 な英 語 教 育 プ ロ グ ラ ムを 開 発 して き た。 と りわ け、2005年 度 に文

部 科 学 省 現 代 的 教 育 ニ ー ズ取 組 支援 プ ロ グ ラム （現 代GP） に 「多文 化 共 生 を 目指 した発 信 型

全 学 英 語 教 育 ～ モ ジ ュ ール 化 され た体 系 的 カ リキ ュ ラ ム開 発 ～ 」 と い う プ ロ グ ラ ムが 採 用 され

た結 果 、 多 種 多 様 な授 業 科 目を 提 供 す る こ と に な っ た。 これ と並 行 して 、 英 語 の 基 礎 力 養 成 を

目指 した授 業 外 プ ロ グ ラム や補 習 的 位 置 付 け の授 業 も実 施 して き た。4年 間 に わ た る現 代GP

に よ る財 政 支 援 後 に は、2010年 度 の 本 学 の 学 部 再 編 を 見 越 して 習 熟 度 別 ク ラ スの 運 営 方 法 と カ

リキ ュ ラ ムの 見 直 しを行 い、 現 在 に至 って い る。

　本 稿 は、 愛 知 淑 徳 大 学特 別 教 育 研 究 助 成 （2009年 度 ・2010年 度 ） 『全 学 を 対 象 とす る オ ー ダ ー

メ イ ド英 語 教 育 の継 続 と発 展 』 の成 果 と して 、2009年 度 以 降 の 全 英 教 に よ る 「言 語 活 用 科 目

（英 語 ）」 の 運 営 方 針 、 実 施 状 況 を報 告 す る もの で あ る。2008年 度 まで の 全 学 英 語 教 育 の 変 遷 を

踏 まえ て の カ リキ ュ ラ ム再 編 、 新 規 に導 入 したeラ ー ニ ング教 材 の 導 入 の 教 育 効 果 に触 れ るだ

けで な く、 今 後 の 検 討 課 題 を 論 じて い く。

2 習 熟 度 別 授 業 編 成 方 法 の 見 直 し に 至 る ま で

　2003年 度 まで の 愛 知 淑 徳 大 学 の 英 語 教 育 は、 各 学 部 独 自の カ リキ ュ ラ ムで 実 施 され て お り、

外 国 語 教 育 セ ン タ ー （現 在 の 「外 国語 教 育 部 門 」） で は、 英 語 学 習 に熱 心 な学 生 を対 象 と して

「上 級 英 語 セ ミナ ー」 「ASU TOEIC」 な どを提 供 して い た。



2.1 2004年 度 か ら2008年 度 の 取 り組 み の 概 略

　2004年 度 か らは、 それ まで の学 部 ごと に行 な って い た英 語 教 育 の 共 通部 分 を 「全 学共 通 科 目」

と して 提 供 す る こ と に な り、 現 在 の 言 語 活 用 科 目 （英 語 ） の 原 型 とな る カ リキ ュ ラ ムが 始 ま っ

た。 具 体 的 な授 業 科 目 と して は、TOEICの 基 礎 力 養 成 を 目的 と した 「英 語 コ ミュニ ケ ー シ ョ

ン1」 か ら 「英 語 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン81」 、TOEICス コ ア470点 以 上 の 取 得 者 を対 象 と した

「ASU TOEIC Ｉ」,「ASU TOEIC Ⅱ 」、 TOEICス コ ア600点 以 上 の取 得 者 を 対 象 と した上 級

英 語 セ ミナ ーを 開講 して い た。 「ASU TOEIC Ⅰ 」,「ASU TOEIC Ⅱ 」 と 「上 級 英 語 セ ミナ ー」

は、 毎 学 期 繰 り返 して 履 修 で き る よ う な履 修 制 度 と して い た。 長 久 手 キ ャ ンパ ス語 学 棟 （9号

棟 ） と星 が 丘 キ ャ ンパ ス 語 学 教 室 （3号 館 ） の 新 設2、ALC NetAcademy3を 活 用 した

CALL教 育 の 本 格 的 導 入 、 Criterion4を 使 った ライ テ ィ ン グ指 導 、 Blackboardに よ るオ ン

ラ イ ン教 育 サ ポ ー トが この 時 期 に始 ま って い る。 この 時 期 の 英 語 教 育 の 特 徴 と して は、 全 学 向

け に同一 内容 の授 業 を 受 講生 の レベ ル別 に応 じて20名 程 度 の ク ラス 規模 で 開講 して いた こ と と、

学 習 意 欲 の あ る学 生 に対 して 英 語 運 用 能 力 の 強 化 を 目指 した よ り高 度 な授 業 を 実 施 して い た こ

とで あ る。

　2005年 度 に は、 『 「多 文 化 共 生 を 目指 した発 信 型 全 学 英 語 教 育 」 ～ モ ジ ュ ー ル化 さ れ た 体 系

的 カ リキ ュ ラム開 発 ～』 が文 部 科 学 省 現 代 的 教 育 ニ ー ズ取 組 支 援 プ ロ グ ラム （現 代GP）5に 選

定 され た。4つ の モ ジュ ール6か ら構 成 され る多 角 的 な カ リキ ュ ラム を提 供 す る こ と とな った。

それ まで に開 設 され て い た 「英 語 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン1」 か ら 「英 語 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン8」

まで の英 語 コ ミュニ ケ ー シ ョ ン科 目 と 「ASU TOEIC」 は 「基 礎 力 養 成 モ ジュ ー ル」 に、 「上

級 英語 セ ミナ ー」 は 「多 文化 共 生 理 解 モ ジ ュ ール」 の対 話 力 養 成科 目 とい う位 置 付 け とな った。

2005年 度 か ら2008年 度 ま で の4年 間 の全 学 共 通 授 業 科 目 （「言 語 活 用 科 目 （英 語 ）」） は、 表1

の 通 りで あ る。 「英 語 コ ミュニ ケ ー シ ョ ン科 目」、 「ASU TOEIC」 、 「上 級 英 語 セ ミナ ー」 を こ

れ ま で 通 り、TOEICの ス コ ア に 基 づ く習 熟 度 別 ク ラ ス を編 成 し た が 、 そ れ ら以 外 の 科 目

（「Get Together and Talk Ⅰ 」 と 「Get Together and Talk Ⅱ 」 を除 く） は、 習 熟 度 に関 係

な く履 修 希 望 者 が 全 員 受 け入 れ て い た。

　基 礎 力 養 成 モ ジ ュ ール と発 信 力 養 成 モ ジ ュ ール 科 目 は、 本 学 の 専 任 教 員 や 非 常 勤 講 師 が 授 業

を担 当 したが 、 地 域 理 解 の3科 目 につ いて は、 外 部 講 師 や ゲ ス トス ピー カ ーを 招 い た講 演 形 式

の 授 業 で あ っ た。 ま た、 対 話 力 養 成 科 目で は、 授 業 担 当 者 は本 学 教 員 で あ るが 、「Get together

and Talk Ⅰ 」 に は他 大 学 で 学 ぶ 留 学 生 が 加 わ った り、 「Get together and Talk Ⅱ 」 で は、

キ ャ ンベ ラ大 学 学 生 との ビデオ 討 論 を 行 う な ど、 外 部 との 交 流 も あ る特 徴 的 な 授 業 形 態 で あ っ

た。



　この 時 期 の 英 語 を 主 専 攻 とす る （学 生 が 所 属 す る） 学 科 ・専 攻 は、 文 学 部 英 文 学 科 、 コ ミュ

ニ ケ ー シ ョ ン学 部 言 語 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン学 科 、 文 化 創 造 学 部 多 元 文 化 専 攻 が あ り、 これ らの

学 科 ・専 攻 で は、 「英 語 コ ミュニ ケ ー シ ョ ン1」 ～ 「英 語 コ ミュニ ケ ー シ ョ ン8」 は全 て 必 修

科 目 と な って い た。

2.2 習 熟 度 別 ク ラ ス編 制 と カ リキ ュ ラム の 見 直 し

　2008年 度 で 現 代GPプ ログ ラムの財 政 支 援 期 間 が 終 了 す るにあ た り、 全 英 教 で は、2009年 度 以

降 の全 学 共 通 英 語 科 目の再 編 成 を行 う ことに な った。 この 中 で、 外 国 語 教 育 部 門 の科 目 と して 継

続 す るの は、 現 代GPの 実 施 以 前 と同 様 に、 「英 語 コ ミュ ニケ ー シ ョン」、 「ASU TOEIC」 、 「上 級

英 語 セ ミナ ー」 のみ とな り、 「Get Together and Talk Ⅰ 」 と 「Get Together and Talk Ⅱ 」

は国 際 交 流 セ ンターが 担 当 す る体 験 教 育 科 目 （2010年 度 以 降 開 講 ） に移 行 す る ことに な った。

「Traditional Arts in Japan」 と 「Central Japan」 は、2010年 度 か ら2年 間 は文 学 部 英 文 学

科 の専 門 科 目 と して、 それ ぞれ1/4期 ず つ 開 講 され、2012年 度 か らは国 際 交 流 セ ンター によ っ

て、 星 が 丘 キ ャンパ ス、 長 久 手 の両 キ ャ ンパ スで開 講 されて い る。 残 りの科 目は廃 止7と な った。

　一 方
、 「英 語 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン」、 「ASU TOEIC」 、 「上 級 英 語 セ ミナ ー」 の 内容 や運 営 に

つ いて は、 次 の2点 を 見 直 す こ と に な っ た。 第 一 に、 科 目内 容 と名 称 の 変 更 で あ る。 特 に英 語

コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン科 目 は8科 目が 開 講 され て い たが 、 それ ぞ れ の 内 容 や レベ ル の 違 いが 分 か

り に くい よ うで 、 学 生 か らは どの よ う に段 階 的 に履 修 す べ きか 明 確 で な い との 意 見 が 寄 せ られ

て い た。 第 二 に、 習 熟 度 別 ク ラ ス編 成 の 方 法 で あ る。 それ まで は、 英 語 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン8

科 目 に対 して、 そ れ ぞ れ の履 修 希 望 者 をTOEIC IPテ ス トの ス コア に基 づ い て ク ラス 分 けを



行 な って き た。 これ は、 学 生 の 立 場 か らす る と、 どの 科 目 も履 修 で き る機 会 が あ り、 履 修 の 選

択 が 広 が る とい う点 で 望 ま し い反 面 、 運 営 す る側 の立 場 か らす る と、PC教 室 の 同 時 利 用 数 の

制 限 も加 わ り、 ク ラ ス編 成 （開 講数 と開 講 時期 ・時 間 の設 定 ） が非 常 に複雑 で大 変 な作 業 と な っ

て い た。 特 に、 次 の よ うな問 題 が多 々生 じた。 例 え ば、 「英 語 コ ミュニ ケ ー シ ョ ン4」 に履 修

希 望者 が60人 あ った とす る。 習 熟 度 別 ク ラ ス編 成 を考 慮 しな けれ ば 、 各授 業 定 員 が20名 な の で、

20名 ず つ3ク ラス で 授 業 が 行 え る。 と こ ろが 、 レベ ルAの 学 生 が50名 、 レベ ルBの 学 生 が10名

の 場 合 、 レベ ルBの ク ラス は10人 で 構 成 さ れ る が、 レベ ルAの ク ラス を 定 員 が20名 で構 成 す る

と、10名 が 受 講 で き な くな って しま う。 特 に、2限 や3限 の 選 択 科 目で は この よ う な理 由 で 多

くの 学 生 が 履 修 希 望 を して も、1次 登 録 の 段 階 で 履 修 漏 れ す る機 会 が あ っ た。 実 際 に は、 習 熟

度 別 分 布 は これ 以 上 に幅 広 く、 複 雑 で あ り、 限 られ た教 室 数 を や り くり しな が らの ク ラ ス編 成

作 業 は とて も大 変 な作 業 で あ っ た。 さ らに、 同 じ科 目名 に もか か わ らず 、 様 々 な レベ ル の ク ラ

ス を担 当 す る こ と に な る非 常 勤 講 師 もお り、 使 用 す る テ キ ス トや 授 業 内 外 で 活 用 す るALC

NetAcademyの コー ス を使 い分 け な け れ ば な らな い とい った 問題 も生 じて い た。

　カ リキ ュ ラ ム を見 直 さ ざ るを え な い よ り深 刻 な問 題 は、 初 級 レベ ル の 学 生 が 増 加 して い た こ

とで あ る。 表2は 、 毎 年4月 に実 施 して い る新 入 生 全 員 を 対 象 と したTOEIC IPテ ス トの 過

去5年 間 の 平 均 点 の 推 移 を 示 した もの で あ る。2008年 度 と2012年 度 とを 比 較 す る と、 約20点 近

く下 が っ て い る。 さ らに、 入 学 者 の 半 数 以 上 がTOEICス コア が300点 未 満 で あ る とい う現 状

に対 応 す る必 要 が あ っ た。

TOEICを 運 営 して い る 財 団 法 人 国 際 ビ ジ ネ ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン協 会 が 発 表 し て い る

『TOEICス コ ア と コ ミュニ ケ ー シ ョ ン能 力 レベ ル との 相 関 表 』8に よ る と、 平 均 点 が300点 と

い うの は、 「通 常 会 話 で最 低 限 の コ ミュニ ケ ー シ ョ ンが で きる」 とい う レベ ル にす ぎ な い。



　こ う した事 情 を 踏 まえ て 、 全 英 教 で は、2005年 度 か ら2007年 度 に英 語 学 習 を も う一 度 基 礎 か

らや り直 した と い う学 生 を 対 象 に 「基 礎 か らの や り直 し英 語 」9と い うプ ログ ラム を実 施 した。

さ らに、2008年 度 と2009年 度 に はTOEIC 300点 以 下 の 学 生 を 対 象 と した 「英 語 コ ミュニ ケ ー

シ ョ ン基 礎 」10と い う科 目を 開 講 した。 特 に後 者 で は、 リメ デ ィア ル 教 育 の 一 種 とい う位 置 付

けか ら、基 礎 的 な文 法 項 目 を再 学 習 してTOEICス コ ア350点 を 目指 す よ う指 導 を行 って い た。

しか しなが ら、 こ う した 取 り組 み だ けで は不 十 分 で あ り、 本 学 学 生 の 英 語 力 低 下 に対 応 す る に

は抜 本 的 な 見 直 しを す る必 要 に迫 られ て いた 。

2.3 カ リキ ュ ラム 再 編

　そ の よ うな 事 情 を踏 ま え て 、 全 学 英 語 教 育 の カ リキ ュ ラム をTOEICの ス コ ア に応 じた 内

容 に変 更 した。2009年 度 は移 行 期 と して 、 この 新 しい カ リキ ュ ラ ム は2010年 度 か ら完 全 実 施 さ

れ て い る11。

　従 来 は、 「英 語 コ ミュニ ケ ー シ ョ ン1」 か ら 「英 語 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン8」 を科 目名 と して

い た が、 新 カ リキ ュ ラ ム で は、Basic Englishと い う科 目 を 科 目名 に入 れ る こ と に な った。

「Basic English 1」 と 「Basic English 2」 は、 TOEICス コ ア295点 以 下 の 取 得 者 を対 象 と

した 基 礎 力 養 成 を 特 に 意 識 した 科 目で あ る。 「Basic English 1」 は 、 CALLシ ス テ ム や

TOEICの 問 題 ・解 説 集 な ど を用 い た学 習 を 通 して 、 基 礎 的 な文 法 力 や リス ニ ン グカ と英 語 表

現 を聴 く能 力 を身 に つ け る こ とに よ って 、TOEICの ス コ ア を伸 ばす だ け で な く、 大 学 の 授 業

で 使 わ れ る 英 語 で 書 か れ た 基 本 文 献 を 読 め る よ う に な る こ と を 目 標 と して い る。 「Basic

English 2」 は、 ALC NetAcademy 2のReading機 能 を 活 用 して 、 英 文 の 内容 を 素 早 く、

正 確 に読 み とれ る能 力 を 身 につ け る ため に、 さ ま ざ ま な タ イ プの 英 文 を 多 読 ・速 読 す る練 習 を

行 な って い る。

　「English 1」 か ら 「English 4」 につ い て は、 初 級 か ら中 級 レベ ル の 学 習 内 容 と した。 履



修 条 件 と して は、TOEICス コ アが300点 台 か 「Basic English 1」 か 「Basic English 2」 を

履 修済 み の学 生 を対 象 と して い る。 「English 1（Listening） 」 と 「English 2（Reading） 」 は、

それ ぞ れ、 パ ラグ ラフ単 位 の リス ニ ン グ と リー デ ィ ング を訓 練 す る。 「English 3（TOEIC 1）」

は、TOEICに 向 けて の基 本 的 な文 法 や語 彙 な ど基 本 事 項 を 徹 底 的 に身 に つ け る こ とを 目標 と

し、ALC NetAcademy 2の 演 習 問 題 を 利 用 した デ ィク テ ー シ ョ ン、 シ ャ ドー ウ ィ ング、 ペ

ア ・プ ラク テ ィス やSpeed ListeningとSpeed Reading機 能 を 活 用 しな が ら、 速 聴 ・速 読

練 習 文 法 や 語 彙 な ど の基 本 事 項 の整 理 を行 って い る。 「English 4（Speaking 1）」 は、 英 語 の

ネ イ テ ィブ ・ス ピー カ ー の教 員 が 授 業 を 担 当 し、TOEICの 会 話 問 題 で使 用 さ れ る トピ ッ クを

使 って 、 実 用 英 会 話 の 基 礎 的 な力 を 身 に付 け る こ とを 目標 と して い る。

　「English 5」 と 「English 6」 は中 級 レベ ル の 学 生 を対 象 と した科 目で あ る。 「English 5

（TOEIC 2）」 で は、 TOEICに 向 けて の 発 展 的 な 能 力 を 身 につ け、 英 語 の 総 合 力 を 高 め る こ と

を 目標 とす る。 「English 6（Speaking 2）」 で は、 英 語 の ネ イ テ ィ ブ ・ス ピー カ ーの 教 員 が 授

業 を担 当 し、TOEICの 会 話 問題 で使 用 さ れ る ト ピ ックを 使 って 、 実 用 英 会 話 の応 用 的 な 力 を

身 に付 け る こ と を 目標 と して い る。

　再 編 後 の カ リキ ュ ラ ム にお いて も、 引 き続 き、 学 習 意 欲 の 高 い学 生 、 上 級 レベ ル の 学 生 に向

け た授 業 も開 講 して い る。

「Advanced General English Ⅰ 」 （日本 人 教 員 担 当 ）、 「Advanced General English Ⅱ 」 （外

国 人 教 員 担 当） は、TOEIC対 策 講 座 とい う位 置 づ け で、 TOEICの 得 点 ア ップ を最 大 の 目標

と して い る。 語 彙 や 文 法 力 増 強 だ け に留 ま らず 、 ペ ア ワ ー クや グル ー プ ワ ー クを 通 じて の 基 礎

的 な会 話 能 力 の 反 復 練 習 も行 な って い る。 最 上 位 の レベ ル に位 置 す る 「Advanced Academic

English Ⅰ 」 （日本 人 教 員 担 当）、 「Advanced Academic English Ⅱ 」 （外 国 人 教 員 担 当 ） で は、

日本 人 教 員 の 授業 に お いて も全 て 英語 で行 わ れ、 通 訳 演 習、 時 事 問題 考 察 、文 化 考 察 な ど の様 々

な授 業 活 動 を通 して 語 彙 力 増 強 と英 語 運 用 能 力 の 強 化 を 目指 して い る。 さ ら に、 外 国 人 教 員 の

授 業 で は、 英 語 に よ る プ レゼ ンテ ー シ ョ ン、 時 事 問 題 考 察 、 文 化 考 察 な どの 様 々 な 授 業 活 動 を

通 して 語 彙 力 増 強 と英 語 運 用 能 力 の 強 化 を 目指 して い る。



　これ ま で、 両 科 目 と も履 修 条 件 がTOEICス コア の み で 決 め られ て い た た め 、 履 修 者 は限

定 され て い た が、 今 回 の 再 編 に よ り、 「English 4」 か 「English 6」 を履 修 済 み の学 習 者 に も

履 修 す る機 会 が 与 え られ る よ う に な って の で 、 よ り多 くの 学 生 が 受 講 で き る よ う にな っ た。 加

え て 、 「Advanced Academic English I」 と 「Advanced Academic English II」 は、 週2コ

マを 同 時履 修 しな けれ ば な らず、 他 の科 目 との重 複 で履 修 者 が 少 な か った が、2011年 度 か らは、

1コ マず つ の 受 講 が 可 能 と な っ た ため 、 履 修 希 望 者 が 増 加 して い る。

2.4 ま とめ

　2009年 度 か ら の カ リキ ュ ラ ム再 編 に よ って 、 次 の3点 が 改 善 さ れ た 。1つ め は 、 「Basic

English 1」 と 「Basic English 2」 と い う本 学 の 現 状 に あ った 「基 礎 力 養 成 」 科 目 を設 置 し

た こ とで あ る。2つ め は、 学 生 が 各 自の レベル に応 じて どの 科 目を 履 修 した ら い いの か を よ り

明 確 に示 せ た こ とで あ る。3つ め は、 単 位 を 取 得 す れ ば 次 の レベ ル の 科 目を 履 修 で き る よ う に

な り、 英 語 学 習 者 に 目標 を 持 たせ て 授 業 を 受 講 させ る こ とが 出 来 る よ う に な っ た こ とで あ る。

3 ALC NetAcademy 2の 導 入

　これ まで 活 用 して き たALC NetAcademyに 加 え て 、2010年 度 か らはALC NetAcadmy 2

の うち、3つ の コー ス （ス ーパ ー ス タ ンダ ー ドコー ス、 英 語 入 門 コ ー ス、TOEICRテ ス ト演

習2000コ ー ス） を 導 入 した。 これ は、 授 業 科 目再 編 に伴 い、 よ り基 礎 学 力 を 伸 ば す ため の 教 材

が 必 要 に な っ た ため で あ る。

　「ス ーパー ス タ ンダ ー ドコ ー ス」 は、 初 級 か ら上 級 レベ ル の リス ニ ング と リー デ ィ ング問 題

を収 録 して お り、 英 語 の ネ イ テ ィ ブ ・ス ピー カ ー教 員 に よ る ス ピーキ ングを 中 心 と した授 業 の

「English 4」 と 「English 6」 以 外 で活 用 して い る。 「英 語 入 門 コー ス 」 は、 英 語 に苦 手 意 識

を持 って い る学 習 者 向 けの 教 材 で 、 カ タ カ ナ語 と英 語 の 音 の 比 較 に始 ま り、 文 法 の 基 礎 項 目を

振 り返 りな が ら、 英 語 の基 礎 力 を再 確 認 す る内容 に な って い る。 これ らのeラ ー ニ ング教 材 は、

教 材 の 一 部 と して 授 業 の 中 に取 り入 れ る こ と に な って お り、 各 授 業 の 指 定 範 囲 の ユ ニ ッ トを 、

授 業 内 あ る い は授 業 外 で 学 習 す るよ うに受 講 生 に指 示 を 出 して い る。 さ て、 「基 礎 力 養 成 」 の

部 分 に着 目す る と、ALC NetAcadmy 2の 導入 に よ って 、3つ の入 門 コー スが 利 用可 能 と な っ

た。 授 業 で主 に 活 用 して い る の が 「英 文 法 コ ー ス」 で 、 「英 語 入 門 コ ー ス」 と 「PowerWords

コ ー ス」 は補 助 教 材 的 な扱 い と な って い る。

　3つ め の 「TOEICRテ ス ト演 習2000」 は、 全 て の 科 目で1回 目 と15回 目 の 授 業 で 「テ ス ト

100」12を 実 施 す る こ と に な って お り、 教 員 が 受 講 生 の 習 熟 度 を 測 る ため 、 あ る い は受 講 生 自身

が 各 自の 到 達 度 を 把 握 す る ため に用 い られ て い る。 この よ う に、2010年 度 か ら は、 カ リキ ュ ラ

ム編 成 で も授 業 の 教 材 利 用 にお いて も、 学 習 者 に授 業 開 始 時 に は学 習 目標 を 持 たせ 、15週 の 授

業 終 了 後 に は到 達 度 を 確 認 させ る と い う こ とを 徹 底 して い る。



3.1 「TOEICRテ ス ト演 習2000」 の 実 施 効 果

　さて 、 こ う したeラ ー ニ ング教 材 の 導 入 効 果 は どの 程 度 あ っ たの だ ろ うか 。 導 入 前 の2008年

度 入学 生 と導 入 を開 始 した2010年 度 入 学生 の入 学 後2年 間 の ス コ ア推 移 を そ れ ぞ れ調 査 した13。

表4に お い て、 「TOEICRテ ス ト演 習2000」 導 入 前 の2008年 度 入 学 生 の2年 間 の伸 び の平 均 が

110.72で あ った の に 対 して 、 導 入 後 の2010年 度 入 学 生 の2年 間 の 伸 び の 平 均 は126.07と な って

い る。t-検 定 の 数 値 が 示 す よ うに、 この 数 値 は統 計 上 で 有 意 で あ る た め、 「TOEICRテ ス ト演

習2000」 導 入 の 効 果 は あ っ た と言 え る。

　図2は 、TOEIC IPテ ス トと 「TOEICRテ ス ト演 習2000」 の相 関 に関 す る考 察 す るた め

の もの で あ る。



図2の 横 軸 は2011年 度4月 入 学 時 のTOEIC IPテ ス トの ス コ アを 表 し、 縦 軸 は2011年 度4月

の 授 業 中 に行 った 「TOEICRテ ス ト演 習2000」 で表 示 され たTOEICス コ ア を表 して い る。

こ の グ ラ フか らわ か る こ と は、 「TOEICRテ ス ト演 習2000」 は350点 付 近 よ り下 の ス コア に関

して 実 際 のTOEICス コ アよ り も厳 しい評 価 を 出 し、350点 付 近 よ り も上 位 の場 合 に は、 実 際

の ス コ ア よ り も低 め の ス コ アを 出 す 傾 向 が あ る と い う こ とで あ る。

　理 想 と して は、 実 線 に沿 っ た分 布 を なす こ とが 望 ま しいの で あ るが 、 この 分 布 の 広 が り、 と

り わ け、 「TOEICRテ ス ト演 習2000」 の200点 以 下 と算 出 さ れ て い る デ ー タ の ほ とん ど は、 機

器 トラ ブル に よ り制 限 時 間 を フル に利 用 で きず 中 途 半 端 に終 了 させ られ た ケ ー スが 多 い。 そ れ

で もな お 、TOEIC IPテ ス トと の相 関 係 数 は0.40で あ り、 機 器 トラ ブ ル を多 く含 む と思 わ れ

る200点 以 下 を捨 象 す る と、 相 関係 数 は0.53で あ る。 よ って 、 「TOEICRテ ス ト演 習2000」 の

第1回 目の プ レテ ス ト、 第15回 目の ポ ス トテ ス トと して の 有 用 性 に問 題 は無 い と判 断 で き る。



3.2 電 子 カル テの 活 用

　全 英 教 で は 、 全 学 部 生 のTOEICス コ ア の デ ー タを 「電 子 カ ル テ」 で管 理 して お り、 前 節

で 紹 介 したTOEICス コ アの 変 化 （入 学 時 か らの伸 び）、 リス ニ ング と リー デ ィ ン グ別 の ス コ

ア、 受 験 時 期 と受 験 回 数 な どが 、 瞬 時 に参 照 で き る。 これ らの デ ー タ は、 全 英 教 の 担 当 教 員 に

よ る 「英 語 学 習 相 談 」、 履 修 登 録 時 の 「英 語 履 修 相 談 」 で利 用 さ れ るだ けで な く、 本 学 の ア カ

デ ミ ック ポ ー タル 内 の 各 学 部 ・学 科 の 電 子 カル テ に も デ ー タを 提 供 して お り、 そ れ ぞ れ の 学 生

の ア ドバ イザ ー に よ る学 習 指 導 に も活 用 され て い る。

4 ま と め と 今 後 の 課 題

　本 稿 で は、 愛 知 淑 徳 大 学 特 別 教 育 研 究 助 成 （2009年 度 ・2010年 度 ） 『全 学 を対 象 とす るオ ー

ダ ー メ イ ド英 語 教 育 の 継 続 と発 展 』 の 成 果 と して 、2009年 度 以 降 の 全 英 教 に よ る 「言 語 活 用 科

目 （英 語 ）」 の 実 施 状 況 を振 り返 って き た。 特 に 、 全 学 的 なTOEICス コア の低 下 に対 応 す る

た め 、 「基 礎 力 養 成 」 を 意 識 し た カ リキ ュ ラ ム の 編 成 （Basic English 1と2） とALC

NetAcademy 2（eラ ー ニ ング教 材 ） の導 入 につ い て の背 景 を概 観 した。 まだ、 新 しい カ リキ ュ

ラ ム を開 始 して か ら2年 しか 経 過 して お らず 、 詳 細 な分 析 を す る ほ どの デ ー タが 集 ま って いな

い た め、 本 論 文 で の 分 析 は必 ず しも十 分 で は な いが 、 今 後 、 別 の 形 で 成 果 の 報 告 を して い くつ

も りで あ る。

　す で に見 た よ うに、 「Basic English 1」 と 「Basic English 2」 は、 TOEICス コ アが295点

以 下 の 学 生 を対 象 に して い る こ とを 紹 介 したが 、 この グル ー プ内 で も学 習 理 解 度 の 差 が 明 らか

に な っ て き た 。 そ の た め 、2013年 度 か ら は 、TOEICス コ ア240点 以 下 を 対 象 と す る

「Introduction to English」 と い う リメデ ィ アル 教 育 と して の 性 格 を 持 つ 科 目を 新 設 す る こ と

と な っ た。 数 年 後 に は この 成 果 報 告 につ いて も行 う予 定 で あ る。

＊本 プ ロ ジ ェ ク トは
、2009年 度 ・2010年 度 愛 知 淑 徳 大 学 研 究 助 成 （特 別 教 育 研 究 ） 『 「全 学 を 対

象 とす るオ ー ダ ー メ イ ド英 語 教 育 の 継 続 と発 展 」』 の支 援 を得 て実 施 さ れ た。



                      注

1 これ らの 科 目 もTOEICス コ アに 基 づ い た 習 熟 度 別 ク ラ ス編 成 とな って い る。

2 2010年 度 か ら は、 星 が 丘 キ ャ ンパ ス で は新 設 され た5号 館 で 語 学 教 育 を 行 な って い る。

3 ALC NetAcademyと は、 株 式 会 社 ア ル ク教 育 社 が提 供 す るeラ ー ニ ン グ教材 で、 ネ ッ トワー クを 通

  じて 英 語 学 習 者 は マ ル チ メ デ ィア機 能 を 活 か した 英 語 教 材 を 使 って 学 習 で き る。 さ らに、 学 内 か らだ

  けで な く、 学 外 か ら も ア クセ ス可 能 な た め 、 授 業 外 教 育 に も効 果 を 発 揮 す る。

4 米 国 教 育 テ ス トサ ー ビ ス （Educational Testing Service; ETS） が 開発 した英 語 ライ テ ィ ン グ 自動 採

  点 プ ロ グ ラ ム の こ と を指 す 。 学 習 者 が イ ン ター ネ ッ トを 使 って 提 出 した英 作 文 が10秒 程 度 で採 点 され

  て フ ィ ー ドバ ック さ れ る。 学 習 レベ ル も、 米 国 の 小 学 生 向 け の トピ ッ クか らGREやTOEFLテ ス

  ト向 けな ど幅 広 く用 意 され て い る。

5 選 定 結 果 は、 文 部 科 学 省 ・高 等 教 育 局 大 学 振 興 課 大 学 改 革 推 進 室 の ペ ー ジで 確 認 で き る。

  （http://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/286184/www.mext.go.jp/b_menu/houdou/17/08/05080601.htm）

6 4つ の モ ジ ュ ー ル と は、 基 礎 力 養 成 モ ジ ュー ル 、 多 文 化 共 生 理 解 モ ジュ ー ル、 発 信 力養 成 モ ジ ュ ール

  と学 部 等 固有 モ ジ ュ ー ル で あ る。以 下 の ペ ー ジ （http://www2.aasa.ac.jp/gp/english/index.html） で

  活 動 実 績 が 確 認 で き る。

7 多 くの 学 部 ・学 科 で 、 英 語 を使 った プ レゼ ンテ ー シ ョ ンを す る授 業 は あ る の で、 そ れ らの授 業 の 中 に

  組 み 込 ん で い って も ら う とい う意 味 合 い で 廃 止 した 。

8 公 式 デ ー タ ・資 料 の ペ ー ジ （http://www.toeic.or.jp/toeic/data/） に 各 種 分 析 ・参 考 デ ー タ が掲 載

  され て い る。

9 授 業 外 の英 語 学 習 サ ポ ー ト体 制 で 、2ヶ 月 を1タ ーム と し、 教 科 書 の添 削 指 導 が 主 とな る プ リ ン トコー

  ス と、CHIeru.netと い うeラ ー ニ ン グ教 材 を使 った イ ン タ ー ネ ッ トコ ー ス か ら成 る。 詳 細 に つ い て

  は、 太 田 他 （2009） を 参 照 の こ と。

10 TOEICス コ ア295点 以 下 を 対 象 と し、 取 得 単 位 を卒 業 要 件 単 位 に は含 め な い 科 目で あ った。

11 文 学 部 英 文 学 科 の み が 全 科 目 を必 修 科 目 と して い るの で 、TOEICス コア に関 係 な く入 学 後2年 間 に

  8科 目を 履 修 す る。 た だ し、 学 科 内 で 習 熟 度 別 ク ラ スの 編 成 を 行 な って い る。

12 TOEICRテ ス ト演 習2000コ ー ス の サ ブ コ ース の 名称 で 、 リス ニ ン グ問題50問 と リーデ ィ ン グ問 題50問

  の 合 計100問 か ら構 成 され て い る。

13 調 査 と分 析 は、 全 学 英 語 教 育 運 営 委 員 で もあ る樗 木 （文 学 部 英 文 学 科 ） によ る もの で あ る。
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